
我
が
町

の
人

ロ
 

「‘（
ジ

《
・
・
‘
《
・
（・、
‘、J、く
く‘
く
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（
玉
月
末
日
現
在
）
 

人
 
口
 
一

一
二
六
一

八

世
帯

数
 

二
、
五
八

六
 

／

白
 

昨
年
十

一
刀
二
日
町
議
介

に
努
め
た

庭
、
や
う
や
く
明
る

い

於
て
町
移
管
を
議
決
さ
れ

て
か
見
透
し

が
つ
き
、
院
長
に
は
弘

ら
、
起
債
、
瞥
師

の
交
渉
等
様

大
副
島
外
科
菊
池
博
士
が
決
定

々
な
事
情

の
た
め
延
々
に
4
つ
し
、
婦
人
科
、
内
科
等
も
近
日

て
居
り
ま
す
町
立
病
院
に
付
い
中
に
決
定
す
る
蓮
び
ど
が
り
ま

て
は
、
町
民
の
皆
様
に
於
い

て
し
た
。
 

も
多
大
の
闘
心
を
寄
せ
て
居
る
 

何
よ
り
も
力
強
く
威
じ

て
カ

小
と
存
じ
ま
す
。
 

る
の
は
、
弘
大
病
院
が
全
面
的

其
の
後
、
理
事
者
、
運
管
委
に

懸
援
し
て
下
さ
る
事
で
御
座

員
一
体
ど
徐
つ
て
局
而
打
開
に
い
ま

す
。
 

北
（
の
他
附
帯
工
事
、
器
具

の

購
入
等
も
着
々
進
み
、
遅
く
も

八
月
上
旬
に
は
開
業
出
来
る
予

定
で
御
座
い
ま

す
．Y
 

腎
療
費
が
善
々

の
生
活
上
非

常
に
大
き
い
負
携
に
な

つ
て
い

る
現
在
、
五
割
給
付
を
責
施
し

祉
倉
保
障
制
度
の
趣
旨
に
添
っ

て
運
管
し
た

い
ど
考
へ
て
居
り

ま
す
。
 

町
民
各
位
に
於
か

れ
て
は
、
 

吾
々
の
病
院
を
育
て

て
下
さ
る

御
気
持
ち
で
、

何
分
の
御
協
カ

を
お
願
ひ
申
ま
す
。
 

尚
詳
し

い
こ
と
は
途
次
町
報
 

を
借
り
て
御
報
告
い
に
し

ま
す
 

融
注
に
よ

る
営
業
届
出
に

「
ノい
て
 

難
議
灘
蕪
簿
鰻
駆
れ
答
鋤
 

旬
）
隷灘
繊
灘
纂
蒜
一
 

品
 
喰

喝
噛
生
法
施
行
規
射
を
来
る
六
月
二
十
三
日
午
前
 

す
c
 

g
芭
s
・
・し

？
・
各

J
?
？
」ト
 

馬
主
さ

ん
の
御
協
力
を

望
み
 

ま
●
く
 

麦

類
の
統

制
 

参
考
迄
掲
示
旗
を
お
知
ら
せ
致
 

廃
 
止
 
さ
 
る
 

六
月
一
日
よ
り
姿
及
姿
製
品

の
統
制
が
鷹
止
さ
れ
、
自
由
販

売
と
な
り
ま
し
た
 
現
在
の
ク
 

ー
ポ
ン
券
は
無
効
ご
な
り
ま
す
 

一
l
c
G
は
結
核
の
一
一
 
註
射
を
く
り
か
（
し
て
下
さ
い
 

』」競
一

」
」し
嘉
球
総

一
一
 

入
に
注
射
し

て
、
結
核
に
掛

す
 

生
れ
た
ば

か
り
の
赤
ち
や
ん
 

難
議
鷲
獅
灘
繊議
纂
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
 

も
、
そ

の
た
め
結
核
に
な
る
な
 

『B
亡
G

の
きき
め
一
一
蕊
発
疑
縄
譜

君
 

“」
」
“
羅
謄
鶏
灘
繊
灘
通
 

磐

わ
智
熱

競
配

漕
暴
』

な
つ
からン

ー
 

携
轟
難
響
散
治h

」に
務
袈
歎
鋒
秘
 

B
c
G
は
す
ば
ら
し

い
効
果
ゆ

も
よ
い
で
し
よ
う
 
ま
た
め

が
あ
以
ま
す
が
、
‘
、
れ
で
加
他
つ

た
に
な
い
こ
と
で
す
が

、
注
 

か
、
ら
、B
c
G
を
注
射
し
て
ち
た
時
は
お
瞥
者
さ
ん
に
み
て
ち
 

α
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
』
す
。
 

ジ
」雑
織
暴
”
醗
一
魂

紗
議

一
 

然
陽
陣

（
陰
性
者
が
B
c
G
に
 
注
射
の

・D
‘
」
を
も
まな
い
よ

よ
ら
ず
自
然
に
陽
性
に
な
る
こ
う
叉
徽
菌
が
入
ら

徐
い
よ
か
爵

こ
）
し
た
こ
と
が

わ
か
つ
た
徐
潔
に
し
て
お
き
ま
し
よ
う
 
仕

ら
ば
、
そ
の
後
一
年
間
は
身
体

小
を
し
て
も
畢
校
へ
行
つ
て
も

を
い
た
わ
る
よ
う

に
気
を
つ
け

運
動
を
し
て
も
、
大
丈
夫
痛
ん

て
下
さ
い
。
 

・
 

だ
り
熱
が
出
た
り
す
る

こ
ど
は
 

「
一B
c
G
ま

一
変
ビ
『
 
一
切
b
ま
せ
ん
 

「
け
で
よ
い
か
 

」
 

』‘
 

ノ
 

ー
 

.

.
 

，
 

「
コ
 
ン
ク

1
1ノー
ト
 

ー
 

B
c
G
の
注
射
に
よ
つ

て
で
 

謝
甫
 
支
 

ミ
」

也
？
 

5
己
」
とよ
、
 
一
F
」
、
・
つ
、
ー
ノ
 
「
Am
 
羽
多
 吐チ
 
）m

一
 

田
町
の
一

部
か
ら
新
町
、
本

町
に
至
る
脈
道
延
七

百
米
巾
五

米
五
O
を
六
月
中
句
ょ
b
九
月

下
旬
ま

で
工
事
賓
施
す
る
こ

ど

に
な
り
ま
す
道
路
交
通
上
支
障

あ
り
、

こ
れ
が
戚
間
持
に
軍
馬

交
通
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
。
 

I 

1 

風
冒一
 
”J】

 

醜
一
C
G

の

は
な
し
 

町

立
病

院
の
 

進
渉
状
況
に
つ
い
て
 

圃
民

健

康
保
険

運
警
委
員
曾
 

引
揚
住
宅
 
一
五
〇

新

宮
町
 
募
金
中

下
不
井
町
 

・
 

△

街
頭

募
金
 

五
 
所
 
川
 
原中
撃
 
校
 

一
一
、三
八
O
 

五
所

川
原

高
等
準
陵
 

一1
1、九
一
〇
 

五
所
川
原
豊
林

高
等
畢
陵
 

九
、
一
九
六
 

以
 
上
 

'
11
1
,
Il
l一
ニo
 

六
九

o
 

六
七
p
 

一
一
、七
O
〇
 

九
七
o
 

一
、七
三
〇
 

一
一
、六
一
一五
 

1j二
四
三
八
 

四
六
〇

六
三
つ
 

記
 

精
粉
業
，
精
穀
業
、
製
め
ん
業
，
酒

類
製
造
業
、
み
そ
醤
油
製
造
業
，
ソ
 

ー
ス
、
食
酢
．
ケ
チ
ヤ
ッ
プ
そ
の
仙

調
味
料
製
造
業
、
こ
ん
に
や
く
製
造

業
、
納
豆
製
造
業
、
潰
物
製
造
業
，
 

青
果
市
場
業
，
乳
製
品
又
は
そ
の
類

似
品
の
販
資
業

（
，ハ
タ
ー
チ
ー
ズ
）
 

水
産
物
の
塩
辛
加
工
製
造
業
、

ハ
ム
 

．ヘ
ー
コ
 
ン
、
 
ソ
ー
セ
1
ジ
又
は
そ
の

類
似
品
の
販
責
業
、
ト
コ
ロ
て
ん
製

造
葉
、
菓
子
販
資
業
（
パ
ン
阪
資
業

を
含
む
）
そ
う
菜
販
質
業

（
副
食物

の
類
）
添
加
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る

科
学
的
含
成
品
及
び
こ
れ
を
含
む
製

測
の
製
造
業
又
は
販
資
業
、
器
具
又

は
容
器
包
装
の
製
造
業
、
お
も
ち
や

製
造
業
又
は
卸
資
業
。
 

以
上
 

不
明

の

点
は
直
接
保
健
所

へ
問

合

せ
ド

さ
い
。
 （

深
健
所

よ
り

）
 

馬
の
流

行

性
膳

炎
 

予
防
 
注
射
 
賓
施
 

お
ほ
ま
、，
と
、
そ
P
，
を
そ
結
 ら

い
ま
ー
よ
う
  
ろ
」
か
ム
』r
t
 

火
の
元
に
は
充
分
御
注
意
下

か
ざ
う
か
確
か
め
山
し
、
陰
陸
 

今
年
第

一
回
の
流
腰
際
防
注
 

さ
い
。
 

に
な
つ
て
い
た
ら
す
ぐ

B
c
G
 

か
績
か
な
い

こ
ど
が
多
い
も

の

で
す
か
ら
、
や
り

つ
ぱ
な
し
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
申

年
お
き
ぐ
ら
い
に
ツ
ぐ
ル
ク
リ

ン
を
し
ら
べ
て
、
免
疫
が
十

分
 

き
る
免
疫
は
、

一
年
ぐ
ら
い
し
 

》
舗
 
装
 
実

施
一
 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町
 

発
行
所
 
五
所
川

原
町

役
場
 

篭
話
（1
1

八
番
一
一
一
一
一
総
）
 

露

腺
庶
務
課
贋

報
係
 

印
刷
所
 
陸

奥

印
刷
株
式
会
杜
 

・

（
人

事
異

動
）
・
 

国
民
健
康
保
険
課
 

保
健
婦
 
山
 
本
 
ミ
 ネ
 

依
願
退

職
 
（
五
月
十
日
付
）
 

ー
白
 

い
 
羽
 根

ー
 

・

赤
十
字
募
金

に
つ
き
御
礼
 

五
所
川
原
町
赤
十
字
募
金
委
員
倉
 

此
の
度
町

内
の
皆
さ
ん
に
御

願
い
申
上
げ
た

瀧
曾
編
風
事
業

に
使
用
す
る
赤
十
字
募

金
は
、
 

町
内
皆
さ

ん
の
御
援
助
と

募
金

委
員

の
御
努
力

に
よ
り
前
年
通

り
大
雄
良
い
成
績
で
、

目
標
額

を
三
割
以
上
も
超
過
す
る
も

の

ど
思
は
れ
ま
す
。
誠
に
有
難
く

威
謝
致
し
ま
す
。
 

募
金
賃
績
高
は
左
記
の
通
り

で
未
だ
ニ
ケ
町
内
か
ら
来
て
い

ま
せ
ん
が
、
近
日
中
完
納
の

予

定
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
二
十
七
年
度
 

赤
十
字
募
金
貿
績
調
 

全
ハ
月
三
日
現
在
）
 

名
 

募
金

額
 円

 

一
一五
〇

一
一
、九

O
五
 

八
三
C
 

八
、
四
二
〇

一
一
、三
一
〇
 

六
、
一
三
〇
 

九
、
三
O
〇
 

一
一
、
七
O
O
 

一O
、
一
一
〇
 

七
、
七
四
O
 

六
、
〇
七
（o
 

四
、
七
六
五

・

一
一
、五
八
〇

四
、
一
一
二
〇
 

ト幾柏錦岩寺大東弥布川本新元田築町 

7i 嶋原 木 	生屋端 

I町町 I'］一町町町町町町町 I町町町町町町 名 

中
手
井
町
 

敷

嶋

町

旭
 

町
 

元
 
町

更

生
 
街

一
 

柳
 

町

更
生

街
 

柳
 

町

鎌
 
谷
 町
 

幾

嶋

町

懸
替
住
宅
 

新

宮

町

懸
替
住
宅
 

、
、
 

火
災
警
報
信
競
を
 

御

存

知
で

す
か
 

心
 
去
る
五
月
十
二
日
か
ら
 

用
 
三
日
聞
連
日
火
災
警
報

の
 
が
騒
令
さ
れ
、
新
聞
．
 

火
 
ラ

ジ
オ
で
聞
き
驚
か
さ
 

町
内
の
皆
様
に

火
災

中

防
へ
の
開
心
を
喚
起
し

そ
れ
と
同
時
に
火
災
警

報
の
掲
示
旗
を
望
模

に

掲
揚
し

て
居
り
ま
す
。
 

寝る前．出る前．」  

れ
た
こ
と
で
し
よ
う
。
 

当
滑
防
署
で
も
必
死
と
 

な
つ
て
ス
ピ
ー
力
ー
で
 

し
ま
す
。
 

八
掲
示
旗
の
形
状
 

赤
／
掲

、
ポ
 

旗
 

◇
各
家
庭
で
は
必
ず
防

火
用
水

を
備
付
け
ま
し
よ
う
。
 

平・ 

井

町
 

一
 

一
 

一田
 

報
 n

 

原
 

所
 

五
 

昭和 27 年 6 月 12 日 貌
 

り
。
 

第
 



"

!
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住民登録制度を中肥とした市町村行政事務図表 

身終“苫， 

捨社話の 

． 用 

災 各 

に”，β牡且 

』ぴ“助 

府
 

務
 

法
 

級
済
講

座
 
叫
畦

却
 

講
師
 
波
多
紅
久
吉
先
生

書
道
研
究
含
 

侮
喰
曜

晩
 

日
曜
撃
校
 
夢
鄭
瞬
 

一
告
知
板

‘一
 

△
ゴ
ミ
蓮
搬
燦
定
表
 

（
六
月
十
二
日
以
後
の
分
）
 

十

】
一
日

十
三
 
日

十

四
自

十
六
日
 

十
七
日

十
八
日
 

＋
九
日
 

】
一
十
日
 

二
十
一
日

一
一
十
三
日

二
十
四
日

二
十
五
日
 

】
一
十
六
日

二
十
七
日
 

二
十
八
日

三

十
日
 

ー一ヘ ~・、  J~、、 J一へ ~、 ~へ 	 ~ー、 

元更錦錦新幾柏上不中下 

生 宮島原糞井鱗 
町街町町町町町町町町町 

川川岩柳鰯爾布東本新田栄 

端端木 谷生屋 

町町町町町町町町町町町町 

昭
 

つ
か
む
こ
と
が
困
難
に
＃

つ
た
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
十
五
年
頃
か
ら
配
給
制
 

日
 

ど
こ
ろ
が
こ
れ
も
ま
た
手
績
 

2
 

が
面
倒
な
の
と
、
し
な
く
と
も
 

1
A
 

・
、、
 ？
（
ト
ー
、

P
一
、v、
・
ノ
、よ
 
、
 い
F
、
ノ
  7
】
 

余
り
不
便
を
威
じ
な
い
等
の
た

め
に
、
 年
が
た
り
に
つ

れ
て
次

第
に
勘
行
さ
れ
な
く
な
り
、

今

で
は
印
鑑
証
明
、

子
供
の
入
撃

財
産
登
記
等
に
必
要
な
ど
き
の

外
は
届
出
を
怠
り
勝
に
な
り
、
 

そ
れ
に
よ
つ
て
住
民
の
貸
態
を
 

和 27 年 6 月 

一
 に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
 正
確
に
わ
か
る
し
、
随

つ
て
市
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
も
  

に
奪
る

ど
、
調
査
員
が
毎
戸

そ
の
度
侮
に
届
出

を
し
て
も

刈
村
の
行
政
事
務
が
筒
素
化
さ
町
民
皆
さ
ん

の
御
協
力
が
件
わ
 

へ
伺
い
ま
す
か
ら
、
不
審
の

ら
つ
て
、
住
民
票
の

記
載
事

れ
、
能
率

の
よ
い
サ
l
ピ
ス
が
な
け
れ
ば
、
効
用
の
完
壁
を
期
  
点

は
遠
慮
徐

く
調
査
員
へ
お

項
を
更

正
す
る
こ
ど

に
な
り
提
供
さ
れ
る
わ
げ
で
、
問
表

の
す
る
こ
ど
が
で
き
な
い
の
で

あ
  
聞

き
に
な
つ
て
、
 こ
の
登
録
 

住
民

登
録
法

観
度

H
 

そ
れ
か
、
』薮
十
年
経
過
す
る
査
し

て
は
事
務
的
に
も
、

入
的

う
ち
に
、
最
初
定
め
た
本
陪

地
に
も

不
経
洲
で

あ
る
の
で
，
こ

か
ら
他
市
町
村
に
韓
住
す
る
人
れ
を

一
本
に
し
て
確
買
な

公
証

が
多
く
な
り
、

明
冶
和
に
は
本
責
料
を
つ

く
り
、

行
政
を
適
正

籍
地
ど
居
住
地
が
別
な
人
が
深
簡
易

に
慮
理
し
、
ま
た
住
民
の
 

裂
襲
鉦
携
謹
器
鱗
総
雛
響
舞
計

籍
鰐
能
琴
膝

蒜
鈍
筏
慧
っ
相
症
さ

れ
た
 

靴
地
外
に
住
ん
で
い
る
人
は
寄
 
‘
ー

J
ー
ー
‘
?
?
?
,
3

ー
 

留
届
を
す
る
こ
と
・
j
Jな
り
、
市
 
こ

の
制
度

の

概
要

町
村
で
は
戸
籍
簿
と
寄
留
簿
の
 
？

ー
く
くくー
 

 

ニ
つ
で
、
住
民
の
数
や
氏
名
な
①

住
民

票

の
作
成

ざ
を
知
る
こ
と
が
で
・
きる
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

一
昨
年
六
月
八
日
公
布
さ
れ
た
住
民
登
録
制
度
は

一
乗
る
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
 

」
概
要
を
申
し
逃
べ
ま
す
 

（

と
ー
？?
I
?？
《
子‘
ノ
？?？
ー
 

よ
う
に
各
種
の
事
務
は
住
民
票

り
ま
す
。
 
 

が
完
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
御
 

・

ま
す
。
 

一
 
よ

う
一
「各
団
力
事
労
ま
庄
そ
票

り
ま
ず
 
パ

記
昏
こ
一丁
？
1
ら
よ
う
印
 

驚
結
翁
認
讐
讐

のでg
の

②騒
師
熱

る
に
議
誌
眼錯
繊

意
論
m
鋸
翫
託
雄
漁
」
認
馴
」
』
 

②

届
出

事
項
の

調
査
 
を
も

ど
に
し
て
迅
速
正
確
に
違
 

次
 

届
出

事
項
の

調

査
 
を
も

マ」
に
L

て
辺
退
旺
磁
に
遮
 

次
に
町
民
の
皆

さ
ん

へ
の
注
 
協

力
し
て
下
さ
い
。
 

ー
 
度
買

施
の心
要
上
窮答
帳
を
 m
n届
町翌

賓
で
な
け
和鷹
譜
姦

篇

総
器
み
ま
し
剥

・
フ
 
 

i
 
 
弾
鱒

難
泳
驚
甑
 

喉
騒
纏
艶
麗
眼
難

競
獣
譲
務
暴
謡
難
の
事項
を塁
げて
⑥入
七柳
町
綴
鰭
編
 

「」
響
懇
，
「）
販暴
雌
轟
滞騎
晒
需
難聾
幌
「」
青
＋
 

瞬
議
無
隷
緒
譜
 

紗
」
」い
違
注

浮

《
『
う
準備
し
て
下罵
c
 

《
ゆ
  
H子
お
い
結
行

‘
い
れ
沼
 

④
ー
『
よ
い
よ
七
か

一
日
現
右
 
圃
蓮
支

部
曾
 
仁
針

鯛
 

午
後
八
時
 

'
r・1
、
コ4
 

日
ハ
日
t
'
 

午
後
八
時
 

一
 

備
考
 
都
合

で
像
定
を
槌
更
す

る
こ
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

ゴ
ミ
蓮
搬
の
成
績
を
よ
り
以

上
畢
げ
る
た
め
各
家
庭
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
七
月
分は
告
知
板
で
通
知
致
し
ま
す
）
 

浸
臨
「」いわ
難
難
難
鴛
繊
競
競
療
黙
撫
警
麟
欝
雄
磁
鷲灘
熊
 

れ
綴
器
観
鷺
競
濡
議

謹
叫
誌
緒
雌
師
難
麟
繊
翻
師
鍛
譜

嬬
熱
」と

がで
き
②人
覇
製
擁
離
麗
 
喬
民
舘
行
事
予
定
 

畿
灘
夢
讃
嚇
巽
譲
鵠
纏

媛
灘
繊
鮮
簿
鷺
難
「
灘
難
）
灘
穀
「」
結
「一

 

め
明
油
四
年
に
戸
瓢
制
度
加

で
 
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
、

配
給
 
否
し

た
り
、
う
そ
を

い
つ
た

”
躍
け
」
い
「
以
知
粉
」

少
紅
一
 に
）
を
取
り
よ

せ
て
お
い
て
 
と
z
曽

一一
呑1
  

午
後
七
時

き
、
町
の
住
民
は
全
部
戸
籍
簿
闘
係

の
人
ロ
は
配
給
係
で
、
選
一

b
す
喝
と
嗣
せ
ら

れ
で
〕
ど
は
場
合
に
よ
つ
。
断
ル

稽
か
伽
 
下

さ
い
c
 
 

文
婆
講
演
曾
  
H

」
ハー
細
 

誌
縄
鄭
協
犠
離
繊
驚
齢
縄
麟
離
D
誌

誌
響
 
観
難
鼻
ル
マ
誹
い⑨
瓢
謂
批議
驚
歓
 
講
師
木侯
滅
毒
 

ま
す
o
 
 

で
ど
い
う
よ
う
に
、
別
々
に
調
く

‘
・
戸
 
 
i

」
l
  
・

・
 
ー
ー
シ
ー
 
月
日
な
ど

間
違
の
雄
い
ょ
う
 

考
古

塾
 
曾
 
七

‘
汁、
伯
 

ー
 

月
1
加
グ
ー心
雲
正
租
群
亡
叫
を
 

臼
：
司
J」
」
「h
戸
一二
・
、
，
F

，「
あ
り
ま
す
 
ま
た

市
町
村
の
住

ー
 
・l
 

な
世
こ
の
制
度
が
 
ケ
に

ケ
で
か
り
ま
ず
が
、
い
の
 
ぱ

な
り
浅
せ
ん
の
で
、

若
し

か
い
市
か

ょ
』
H
い
鄭
婦
「
」
①
 
届
 

犠
 

報
 

町
 

原
 

【
 

所
 

五
 

の
外
、
 こ
の
人
は
い

つ
か
ら

何
慮
に
住
ん
で
い
る
ど
い
う

こ
ど
を
記
入
し

た
，
戸
籍
の

附
票
を
つ
く
り
ま
す
一
又
戸

籍
に
移
動
が

あ
つ
た
と
き
は

本
籍
地
か
ら
住
所
地
の
市
町

村
に
通
知
す
る
の
で
、
住
民

票
の
・
記載
事
項
を
更
正
し

て

常
に
戸
籍

ど
符
合
す
る
よ
う

に
な
つ
て
い
ま
す
。
日
本
闘

民
で
あ
れ
ば
誰

で
も
戸
籍
簿

ど
住
民
票
の
爾

万
に
登
載
さ

れ
る
こ
ど
に
な
り
、
 住
所
地

で
は
そ
の
人
の
本
籍
，

氏
名

生
年
月
日
等
が
正
確
に
わ
か

り
、
本
籍
地
で
は
住
所
が
直

ち
に
わ
か

る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
 

【？
子
，
 

耕
作
者

の
届
出

に
っ
い
て
 

岩
木
川
河
畔

に
畑
タ
耕
作
し

て
居
る
お
方
は
至
急
役
場
都
市
 

・

計
画
課
ま

で
お
田
下
さ

い
。
 

圃
有
財
産
使
川
願
を
提
出
し

な
け
れ
ば
使
用
出
来
な
い
こ
と

に
壮
つ
て
居
り
ま
す
。
 

市
町
村
は
そ
の
麗
域
内

に
住

所
を
有
す
る
住

民
全
部

に
つ

い
て
、
世
帯
毎
に
住
民
票
を

つ
く
h
、
 こ
れ
に
世
帯
員

の

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
．
 

績
柄
、
本
籍
，
住
所
、
及
び

住
所
を
定
め
た
年

月
日
等
を

記
入
し
ま
す
r
市
町
村
は
届

山
事
項
に

間
違

い
が
な
い
か

を
確
め
る
た
め
、
本
籍
地
に
 

照
曾
し

て
若
し
間
違
っ

て
お
 

便

利
奪
住
民
票
 

れ
ぱ
訂
正
し
ま
す
。
其
後
世
 
ミ
く
く

，
,
，
ー
？,
,
!,，
ー
 

帯
員
の
埼
減

、
住
所
の
鐘
更
 
こ

う
し
て
住
民
登
録
が

買
施

そ
の
他
住
民
票
の
記
載
事
項
さ
れ

る
マ
」
、住
民

の
敗
な

・ど
が
 

ー
 
 
ー
 

 

ー
 

ー

ー
 
 

ー

ー
 
・

ー

ー

ー
 



六
、
申

告
義
務

に
 
つ
 
い
 
て
 

話
競
難
騒
麟
認
裁
蒜
穀
製
」
彩語
鷺
議
警
姦
裁
幾
「
謂
繋
読
覇
静
競
総
畿
編
藤
離
 

意
義
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
考
寡
婦
等
い
づ
れ
も
同
様
で
あ
る
ーを
課
す
る
こ
ど
は
で
き
な
い
こ
題
で
あ
る
 

‘
 
ー
 i・
菖
闘
ま
で
こ
れ
に
な
ら
う
）
 

ヘ
テ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
市
町
な
お
同
居
の
妻
（
夫
が
均
等
割
一ど
ど
さ
れ
て
い
る
o
 
 

昨
軍
度
に
お
J
る
課
税
標
準
 
百
菖
闘
を
こ
え
る
場
合
の
控
 

村
民
除
に
い
う
所
得
は
、
斑
倉
 
の

採
探
状
況
を
地
方
財
政
委
員
除
額
は
九
千
六
百
閲
に
ど
ざ
め
 

こ
「

J
．
一
一・
ーソ

n
)
”
弓
1
1
J」
一
“
「
『
‘准rジ

‘・
一し
い

r
h
・
』力
攻
入
を
得
る
た
め
に
要
し
た
 

・
 
→
“
奉

4
客
カ
、し
去
祖
据
偶
ゾ

賦
課
に
当
り
、
町
民
各
位
の
御

て
、
 お
よ
そ
成
年
以
上
の
者
で

」
湖
・【
ノジ
H
「
コ
H・
れ
唾
一、
j
 
 

ー
 
・
 

弘
ヒ
 
に
」登
頂
い
一
果発
票
胆
ど
 

細
鱗
し
観
協
力
い
相
か
か
引
知
青
通
の
耽
合
H油
動
ヒ
管
か
で
い
遥
凌
叱
慮
零
m
，
醗
海
迂
務
 

咽
沃
滴
海
割
ゆ
課
競
漉
碑
＊
民
を
し
て
噛
始

m
渉
画
け
m
m
い
雄
い
叩
「
磯
”
柳
瑚
諸
い

の
解
説
を
試
み
た
い
ど
思
う
し
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
税
が
 

、
ー
 
「
ー

ー
 
う
か
が
う
こ
ど
が
で
き
る
ら
 

六
十
五
年
以
上
の
者
又
は
寡
嬬
 

（
こ
れ
らの
者
が
前
年
中
に
お
 

い
て
十
菖
圃
か
」
こ
える
所
得
を
 

鵬
清
与
喝
嚇
叫
鵬
添
漂
財
政

上
の
郡
合
戸
納
税
者
の叫
の
割
い
た
如
御
姦
和
細
略
司
和
率
嘘
影
山

百
象
志
載
額
し

た
額
ど
す
る
 

・

売
づ
納税
義噂
の
範
園
寺ル濃
陰
総
誓
環
無
叔
雛
鷲
輸
郵
総
蹴
鰐
響
讐
」
協
象
いい
たm
加
葛m
記
愛
麗
買
』
 

先
づ
納
税
義
務
者
の
範
園に
世
指
途
綴

」
誓

深

名
目
上
の
加
得
驚
令

五
年
認

2
1難
饗
禦
己
 

王
ど
し
て
納
税
義
務
者
の
個
人
一に
は
い
市
町
村
嘱
覗
切
有
す
る
伽
奪
ジ
、
》他
の
納
税
義
務
者
ど
知
柳
軒
い
い
加
よ
月
。
舞
も
い

に
つ
い
て
嘩
へ
ろ
こ
と
こ
し
、
一
唯
輪幽
班
沸
緋
沈
ば

い
そ

の
間
に
負
掻

s
k均
衡
を
生
ず
醗
」
い
加
以
叫

も
の
山
肥
彬
細
 

慧
業
認
覇
醸
後頑
麟
裂
灘
熱
勲
濡
栽
襲
器
錠
縄
帯
務
錯
譲
結
務
叫
 

ー
（
こ
住
所
の
認
定
麗
議
監
維
」
r」騒
毅
繍
範
露
結
麟
溶
難
器
 

地
方
税
法
第
ニ
百
九
十
四
篠
紅
旦
鄭

」
叫
”
知
」
，牲
難
唯
の
で
あ
喝
か
に
湾
て

魂
淀
け

b
い
る
電
要
引
税
目
で
あ
る
の
 

灘
難
競
難
競
鶏
欝
織
護

舞
灘
灘

豪
滋
灘
難
 

J
刃
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‘弓
ロ
ー
 

い
・
藻
」
叱
い
湾
覗助
資

m噺
在

川
納
衝
粉
務
割
に
櫨
ら
ざる
割
柳
か
「
鶴
映
遺
鰍
如
か
乞
“
"
 

輸
我
義
務津
漕
捻

ぞ
鋸

影
離
叡

疑
町
ゆ
疎
競
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ト
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P
 

乳
雇
購
縄
振
繊
織
競
繊
気
響
議
「
」”
覇
施鯵
鑑
器
鶏
鷲
譲
費
濃
糾
か
馴
）
か
釦
進
率」
か
割
釦
一わ
剖
ひ
線
鷲
製
籍
験
』
 

町
か
爵
「
W
意
義
の
も
伽
も
か
亥
廉
で
あ
る
‘
 

か
か
か
噂

賦
細
卿
什
現
を
に
緋
伽
齢
馴
伽
採
揮
か
市
町
村
し
い
瑚
町
し
引
い
句
た
め
各
議

衝
加

hか
蛇
‘
」肝
徐
割
町
祝
御
口

什
所
わ
・
脊
か
」者
山
勧
個
山
 

る
、
 し
か
し
な
が
ら
選
撃
法
等
 
（
二

）
 
所
得
の
意
義
 

お
い
て
成
年
に
達
し
て
お
り
、
委
ね
る
こ
ど
に
よ
つ
て
掛
慮
し
毎
に
過
剰
分
が
生
ず
る
、
 こ
の
で
あ
る
が
、
 五
菖
円
を
こ
え
八
月
三
十
日
ま
で
 
（
給典
所
得
者

に
お
け
る
住
所
の
概
念
ど
、
地
 
「
前
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
前

ギ
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し
よ
う
ど
す
る
も
の
で
あ
る
「
 
過
剰
分

の
総
和
が
控
除
額
で
あ
寓
円
以
下
の
場
合
は
税
準
百
分

は
毎
年
二
月
十
日
ま
で
）
に
一

万
碗
法
上
」
お
け
る
そ
れ
ど
は
し
な
か
つ
た
者
」
に
は
、
市
町
て
お
れ
ば
、
た
と
え
前
年
に
お
 
ひ
ろ
く
、
市
町
村
住
民
一
般
っ

て
、
税
額
計
算
に
用
い
る
徽

の
四
・
五
を
 乗
じ
た
額
か
ら
五
月
一
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町

各
争
の
目
的
及
び
本
来
律
す
博
村
視
は
課
せ
ら
れ
な
い
こ
ど
ど
い
て
未
成
年
者
で
あ
つ
て
も
、
 に
負
担
せ
し
め
、
 い
わ
ゆ
る
負
値
で
あ
る
、
即
ち
課
税
総
所
得
百
円
を
控
除
し
た
額
が
税
額
で
村
長
に
篠
例
の
定
め
る
，、
」
ころ

き
法
律
開
係
を
異
に
す
る
も
の

α
つ
て
い
る
が
、
ご
の
所
得
に
即
ち
そ
の
所
得
が
未
成
年
当
時
担
分
任
の
精
神
を
祝
制
の
上
に
金
額
が
五
菖
円
以
下
の
納
祝
義
叉
八
菖
闘
を
こ
え
十
菖
回
以
下

に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
申
告
し
＃

で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
一
致
っ
い

て
法
は
何
等
定
義
す
る
ど

の
所
得
で
あ
つ
て
も
納
枕
義
者
穎
現
し
、
税
制
の
面
か
ら
も
住
務
者
の
揚
合
は
、
そ
の
金
額
に
の
揚
合
は
税
軍
百
分
の
五
を
乗
け
れ
ば
徐
ら
な
い
（以
下
次
号
）
 

t
る
か
シ
～
列
い
「
は
、

一
般
を
琳
寸

「
『
バ
＼
「
魂
り
い
こ
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
巾
い
ニ
か
加
に
か
る
い
の
で
あ
 

務
を
負
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
か
に
し
 

が
、
 こ
の
住
所
の
認
定
を
ざ

・
 

電
「
 

二

i
 1
1一〕
ー
「
「
釦

m
mに
り
仰

W
に
馴
批
否
か
つ
魂
喧
m繊
課
期
田
」
毎
減
噴
雌
携
ゆ
司
江
瞬
ポ
唯
”
」
 
百
蔑
円を
こ
え
る
金額
 
・
 
一
つ

6
 

叱
映
淀
す
る
根
本
的
な
問
題
で
麹
務
加
如
衝
い
加
柳
す
い
町
如
 

覧
翫
幕
勃
な
高
ー

i

ー
 

舞

讐
誤
報
騒
讐
総
破
験
騒
編
欝
転
騒
滞
綴
綴
撲
鎗
籍
瀦
謡
鰯
騒
踊
飴
課
誌
議
驚
都
 

一
て
納
税議
務
者
に
っ
い
二
」
鷺
難
灘
激
繰
躍
難
鴬
鷺

藍
鯛
鵜

総
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